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目的 ： 植物疫病菌の 1種 で あ るPhytophthora

cinnamomi （PC）は、貧栄養条件に おい て多核

の 胞子 嚢を形成す る 。 こ の 胞子嚢は寒冷な ど

の 刺激を受けると細胞質分裂を開始 し、 単核

の 遊走子を形成 して新 しい宿主へ の 感染 を開

始す る（zoosporogenesis ）。 こ の 細胞質分裂の

開始及び進行 は、高等動物にお ける発生分化

に も共通する過程 として 興味深 く、 シグナル

伝達機構を探る こ とを目的 に、細胞内pH （pHi）
の測定を試みた 。

方法 ： PC の 胞子嚢内に pH 測定用蛍光試薬

（BCECF 　dextran）を注入 し、寒冷刺激（ユ9℃ 20

分間；成育温度 は 24℃ ）によ り開始す る細胞質

分裂過程で の pHi変化 を蛍光の ratiometry によ

り測定 した 。

結果 ： 寒冷刺激開始に伴い 、 pHi は急速に 2

段階的に 約 O．2pHunit上昇し15分で ほ ぼ ピー

クに 達 した 。

一
方 、 細胞質分裂の 進行 しな か

っ た例では 、 第 1段階 目の 約0．1pHunitの 上昇

の みが観察され、刺激終了後は速やかに刺激

前pHi レベ ル に まで下 降した 。以上の 結果は、

細胞質分裂開始に 際して pHi上昇が起 こ り、

特に第 2段階 目の 上昇 が重要で ある こ とを示

して い る 。 こ の pHi上昇の 意義及び細胞内

Ca2 ＋
動態と の 関連に つ い て 併せ て 討議 した い 。
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　［研究法］　 ラ ッ ト大脳、 肋間筋 、 心筋 、

胃の 新鮮組織片を  マ イ クロ ウ ェ
ーブ照射

固定 、 あるい は  凍結置換 、 Spurr に

包埋 した。   Ca2 ＋

　イオ ン は蓚酸 ・ ア ン

チ モ ン酸カ リウム ニ 重 固定法に よ り、   C
l
一

イオ ン　は酢酸銀沈殿法 と凍結置換法
を用 い た 。   分析は微小部X 線分析法 ED
X と　Zeiss 　EM − 902A ／ CE
M − 902A に よ るデ ジタル画像化 に より
元素分布像を得た 。 また EELS 電顕像は
Fuji 　 IP 　 によ る画像 を FDL − 5
000 　で デ ジタル画像化 して比較 した。

　［結栗］　 Ca2 ＋

イオ ン は EDX
， 　 EE

LS 共にその 大脳内 シナ ッ プ ス小胞 、 シ ナ

ッ プス 膜に分布 し ；肋間筋と心筋で は筋小
胞体 、 特に その 終嚢部、 並びに ミ トコ ン ド
リア 内に Ca2 ’

イオ ンの 分布を認めた 。 C
じ イオ ンは胃壁細胞内、 特に細胞内分泌
細管と滑面小胞体内に分布するの を見 た。

特に 凍結置換切片で 明確に認 め られた 。

コ ン ピュ
ー

タ化 された EDX に よ りCa ”

イオ ン濃度を正確に知 り得 るが 、 電顕像の

上 に重ねて その 分布を画像 と して捕 らえ る
こ とは生物切片で は困難で ある 。 しか しE
ELS − Imaging 法に よれば 、 沈殿
法は もとよ り凍結置換法を用 いれ ば、 約、

250eV の 暗視野様の 鮮明画像 に重ね て

求 め る元素の分布デ ジ タル 画像を人工 彩色
に よ り美 しく知 る こ とが 出来 る。
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